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１．パネルデータ設計・解析センターの概要

 組織体制
• わが国におけるパネルデータに関する研究分野の中心的な役割を担っていくことを目的

に設立された研究教育組織。

• 文部科学省の共同利用・共同研究拠点の認定。

 使命
「日本家計パネル調査（JHPS）」などパネル調査の継続的実施

• 「消費生活に関するパネル調査（JPSC）」，「日本子どもパネル調査（JCPS）」 etc.

• パネルデータを活用した研究ー多岐にわたる質問項目を活かして、所得格差、資産格差、
教育、ワークライフバランス、健康など、幅広いテーマの研究を実施。

パネルデータの公開・共有

• パネルデータに関するデータアーカイブの中核的な機能を担う機関を目指して、当セン
ターが実施するパネル調査および、他機関から寄託されたパネルデータを国内外の研究
者へ公開

パネルデータとは？
同一主体を長期に渡り追跡調査することで得られたデータ。
制度変更の効果の測定や、個人や企業の行動変化、因果関係の把握が可能。
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２．データ公開と共有に向けた機能と発展
：３つの課題と対策

A) パネルデータに関連する情報提供による効率化・有用化

B) パネルデータの公開・受け入れ

C) 国際的な認知度・利用度・プレゼンス向上に向けた取り組み
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A） 情報提供による効率化・有用化
◆ パネルデータに特化したデータ申請・管理システム導入（2017年～）

申請書郵送 ＆

データCD-ROM郵送

オンライン申請 ＆

データ・ダウンロード
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ユーザーアカウントの作成

希望するデータの申請

事務局審査

データダウンロード（1年間）

• JHPS
• JHPS震災特別調査
• JHPS調査員調査
• JHPS自由記入項目
• JPSC
• JCPS
• 新規開業パネル調査

承認



【内容】
• 「日本家計パネル調査(JHPS)」を用いた研究情報の収集・Webで公開。

• データへのDOI付与により、さらなる利便性の向上。
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当該パネルデータを利用した先行研究を知りたい課題

利用者の業績収集とデータベース化対策

A） 情報提供による効率化・有用化
◆ パネルデータの研究業績データベース（2019年～）
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複雑なデータクリーニング作業をしないと
データの特性がわからない

課題

オンラインでの予備分析を可能にするシステムの構築対策

A） 情報提供による効率化・有用化
◆ パネルデータオンデマンド・オンライン分析構築（今年度完成予定）
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データの規模が巨大なため、必要な情報が見つけにくい課題

オンライン上で変数や質問文を検索できるシステムの構築対策

A） 情報提供による効率化・有用化
◆ データ（変数）カタログの整備 （今年度完成予定）
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利便性を向上させ、分析の質を高めたい課題

追加的な付随情報を提供。
• 母集団推計のためのウエイトの作成と公開(2019年～)

- 日本の縮図としてのデータを実現。

• 合成変数・インピューテーションの拡充(2017年〜)
- 可処分所得などの推計値の共有化。

• 分析データ構築プログラムの拡充(2017年〜)
- 各年データをパネル化するプログラムの共有化。

対策

A） 情報提供による効率化・有用化
◆ その他公開中のサービス



※ほか、「人的資本とワークライフバランスに関する企業・従業員調査」を寄託・公開に向け調整中。

9https://www.pdrc.keio.ac.jp/paneldata/datasets/

B） パネルデータの公開・受入れ

2020年6月に
JHPS/KHPS回答
者を対象に

コロナ特別調査
を実施。

https://www.pdrc.keio.ac.jp/paneldata/datasets/
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C） 国際的な認知度向上に向けた取組み

•調査票・付随情報・データ申請画面・Webページの英語化など。

情報の英語化

• LIS, CNEF, CompHPDへの参画。

国際比較可能なパネルデータ・データベースへの参加

•OECDや仏EHESSとの共同研究の実施。

•OECD報告書にて、本センターが協力したJHPSを用いた分析結果が公表。

パネルデータを用いた国際共同研究

•Google Dataset, Web of Scienceへの登録。

データ検索ページへの公開
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C） 国際的な認知度向上に向けた取組み
◆ 国際比較可能なパネルデータ・データベースへの参画

LIS
（Luxembourg Income Study）

•世帯所得の個票データ
に関する国際比較可能
なデータベース。

•（独）統計センターと連携
し、日本を代表するデー
タとしてJHPSを提供。上
記提供により、日本人が
LISデータベースを利用
可能。

CNEF
（Cross-National Equivalent

File）

•就業・所得・健康などに
関する国際比較可能な
パネルデータ・データ
ベース。

•米オハイオ州立大学が
主催。日本を代表する
データとしてJHPSを提供。

•2020年4月より提供開始。

CompHPD
（Comparative household-
panel data infractructure）

•CNEFよりも大規模な国
際比較可能なパネル
データ・データベース。

•ドイツGerman Institute
for Economic Researchが
主催。日本を代表する
データとしてJHPSを提供
する旨、覚書を締結。



【実施例】 Google Datasetへの掲載
• データセットに特化した検索ができるサービス。

• キーワード検索、英語での情報提供、HPへのリンク、関連論
文へのリンク。
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C） 国際的な認知度向上に向けた取組み
◆ データ検索ページへの公開



３．データの公開と共有における成果
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システム導入
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